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平成５年１０月１６日（土）１７日（日）にＡＡ北
「 」 。海道地域で初めての ワークショップ が開催された

実行委員会の一員として私も大きな賜物の恩恵にあず
かれたなあと感じている。１日目のパブリックミーテ
ィング、２日目のサービスフォーラムとあわただしく
時間が過ぎ、終わってみればやっぱり残るのは後悔の
念。ああすれば良かった、こうすれば良かったと、変
えられないものに対する思い入れは相変わらずの病気
の部分なのだろう。反省会を開いたときに他の実行委
員に言われ、ああそうか、そうだよなあと気づかされ
ることも多かった。
平成４年の１１月に、ＪＳＯより提案を受け、地域

内の各グループで検討し、地域集会で決定し、実行委
員会を設立して、日時、場所、プログラムの決定、関
係者、メンバーヘのアピールなどなど、振り返ってみ
ると一年がかりの開催であった 「パブリックミーテ。
ィングって何？ 「どんなプログラムを組めば良い」
の？ 「ワークショップってどんな意味？」経験のあ」
る人達にとっては笑いそうな質問も、一つ一つ考え、

、 、 、ＪＳＯに問い合わせ パンフ類を送付して頂き 相談
相談また相談と、ワークショップが終わって会場を後
にするまで、各実行委員たちにとっては心休まる日々
は無かったのではないだろうか…… （ちょっとオー。
バーかな）
わたし自身も二カ月ほど前からいつもワークショ
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ップのことを考えていたような気がする。やる以上は
少しでも良いものを、心に残るものを，という気負い
が自分自身を捕えて離さなかった。あっちこっちでチ
ョロチョロと，余り実にならないような行動をしてい
たようだ。
我々の地域活動が広がっていくには、関係者の方が

たとの協力体制無しにはなし得ないものと考えてはい
るが、実際にどのように協力していけば、また、頂け
ば良いのか、自分自身良く分かってはいない。そして
現状の北海道の活動状況では、関係者の方がたからの
要望には十分にこたえられないだろうと考えていた。
今回のパブリックミーティングで、協力体制を造り

上げてゆく中で重要なことは “ＡＡ”を良く知って、
もらうということなのだと感じ、今回のワークショッ
プが一つのきっかけとなって、今後のゆるやかな関係
が造られていけば良いなあと考えるようにもなった。
サービスフォーラムの中では、もうちょっと活発な質
問や意見交換が出るかなあと思っていたが、今一つ盛
り上がりに欠けたように感じられた。実行委員会のア
ピールのまずさもあり、参加してメンバーたちが今一
つ乗り切れないで終わってしまったようである。
でもまあ１回目だからこんなものかなあと気を取り

直し、北海道はシャイなメンバーが多いからと納得し
たりもした。ＪＳＯの方が言われた「無理をしない」
「今の自分たちができることをやる」という言葉が印
象に残った。
北海道もそうであるが、全国的にもサービスに携わ

るメンバーが不足していると以前に聞いたことがあ
り、２～３年のメンバーがＡＡから離れていくとも聞
いた。寂しいことではあるが、現状を受け入れ、細々
とでもサービス活動を続けていくことが大事なのだろ
う。メッセージを伝えていくこと、出掛けて行って今
苦しんでいる仲間たちに会って話をすること、この行
動こそが“ＡＡの基盤”であり、その活動なしには広
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がりもないのだろう。わたし自身もその行動を少し広
てみげよう。無理をせず自分のできる範囲で私の感じ
ている感謝のメッセージを仲間に伝えたい。
ワークショップが終わっての第一声は「眠りたい、

まずゆっくり眠りたい」であった。家に帰ってゆっく
りしようと思ったが、今度は興奮してなかなか寝付け
ない。こんな時には仲間と話すのが一番と二人のメン
バーと電話ミーティング。翌日の夜のミーティングで
自分を見つめ直し、やっと少し落ち着いた。
何日かして、あるビギナーメンバーが「とても良か

ったし、ＡＡのことがとても身近に感じられた」と話
、 、しているのを聞き いろいろな思いはあったにしても

一人でもそういう印象をもってくれたのなら、まずは
成功であったろうと思った。
大勢の関係者の方々にご参加頂き、また手助けして

くれた大勢の仲間たちにも大いなる感謝を込めてお礼
申し上げます。

（ ）実行委員

ワークショップが終わって
私の責任

今まで参加した数々のイベントの時とは少し違った
緊張感と期待感との中で、待望のワークショップが開
かれました。実行委員会の方々が相当苦労したと聞い
ている会場は、その努力が報われてかとても良いセッ
ティングがされてはっとした気分で仲間と喜びを分か
ち合えたと思います。一日目のパブリックミーティン
グの中では、特にＪＳＯのスタッフの説明されたアノ
ニミティの大切さ、献金の重要性を改めて感じさせて
頂いた。今こうして社会の中に自分の居場所が与えら
れていることがついつい当たり前になりがちな私にと
っては、諸々の意味で自分を省みる大きな力を頂いた
時間でした 『ＡＡは生き方を求める』を日々の訓練。
の中で身につけてソブラエティを続けていきたいと思
います。
次に評議員による北海道地域の活動状況が詳しく説

明され 「まだ苦しんでいるアルコホーリクへの手助、
け」がメンバー一人一人の責任であると強く感じたも
のです。その後の医療関係者の方々の話の中でも、相
互の協力なしではＡＡ活動はとても続けていけないけ
れど、ＪＳＯの方から言われた、関係者の方がたとは
ゆるやかな連帯を保っていきたいとの意味合いを大切
にしていきたいものだと感じました。
最後の質疑応答も活発に進んで充実したミーティン

グの一日が終わりました。
二日目のサービスフォーラムは、ＷＳＭ評議員の方

のワールドサービスミーティングの報告があり、見知

らぬ国のＡＡの状況に思いを馳せたり、ＡＡの素晴ら
しさを国際的なレベルで聞かせて頂いたり、貴重な体
験をしました。次に各地のメッセージ活動について各
グループから報告があり、共通の問題点が発表された
中でグループ間のコミュニケーションを大切にしたい
と強く感じました。お互いに密着し過ぎても離れ過ぎ
ても良くないと思うけど、バランス良く助けあってい
きたいものです。
ＡＡにたどり着いてアルコールなしの生き方を少し

、 、 、ずつ求めて今日に至り 改めて二日間を ＪＳＯの方
医療関係者の方がた、各メンバー、と過ごしてＡＡメ
ンバーの一人であることに感謝できたことを大きな喜
びとして、これからも多くのメンバーと会い続け、こ
の言葉を心に刻み付けていきたいと思います。
『誰かがどこかで助けを求めたら、必ずそこにＡＡの
（愛）の手があるようにしたい。それは私の責任であ
る』

（実行委員）

ひとりでやろうとするから
負担になるんだ

初めてのワークショップには「？」と「 」が沢山！
ありました。自分が少しでもかかわった催しに、仲間
がわざわざ足を運んでくれた感激。どんな話が聞ける
のかなあという期待。どんな質問が出るのだろうとい
う緊張感。どれもこれも私には初めての経験でした。
難しげなプログラムの用語に、自分にはきっと分かん
ないだろうなあという思いもありましたが、ＪＳＯの
方々の熱っぽくはあって穏やかで、今までの思いをか
みしめいるかのように話す姿は、内容を完ペきには理
解できなくても、その情熱と滲み出る充実感は鳥肌が
たつほど私にささりました。
“ず～っと奥のほうにあるものは一つなんだ と思！”
いました。そういえば、地域集会やビジネスミーティ
ングなどで、苦虫をかみつぶしたような顔をしていた

、 、仲間でも 仲間とかかわっている話をするときの顔は
同じようにみんないい顔をして光って見えた。確かに
楽なことばかりじゃなく、つらく、時には悲しい思い
をすることもあったに違いない。でも一体何がそのよ
うにさせるのだろう。そして何が聞いている私にこれ

。 。ほどのものを与えるのだろう 少々不思議な気がした
でもそれはきっと、サービスなど仲間の手助けにかか
わって、仲間の回復、自分の回復が手ごたえとして感

、 。じられる 喜び なのかなあなどと 私なりに思います“ ”

（これって、やった人にしか与えられないものなんで
すよネ）
やっぱり素晴らしいものなんだ、必要なんだと思い
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ＡＡ ＪＳＯオフィス運営委員
選挙のご報告に際して

ます。２４時間ず～っと仲間とかかわれるならすごい
な、などと極端な考え方も出てきます。でも、果たし
て今やりたいことを始めるのは良いけれど、続くだろ
うか、やったは良いが続かないとうのではあまりにも
無責任ではないだろうか。そう考えたら二の足を潜ん
でしまう。
札幌市内にはミーティング場も多く、メッセージ先

も約束されている。でもそれが無いところのメンバー
は、いかに自分が疲れていようが忙しかろうが、足を
使って歩く。恵まれた所にいて、行動が伴わないのは
単なる私のワガママだ。飲んだくれていたときと同じ
だ。それに一人でやろうとするから負担に思ってしま

このニューズレターがお手元に届くころには、第
一回ＡＡＪＳＯ（ｂ）オフィス運営委員選挙の詳細
な結果報告をお読みになって、既にご納得いただい
ておられることと思いますが、ここで重ねて、グル

、 、ープ代議員 ならびにグループメンバーの皆様には
今回の選挙について事前に詳しく事情を説明するこ
となく、皆様グループ代議員によって選出された地
域評議員を主体とするゼネラルサービスミーティン
グメンバーと元地域評議員による間接選挙を実施し
たことを深くお詫び申し上げます。
１９７５年にスタートした日本ＡＡも、１９８５

年に開催されたＡＡ日本１０周年記念集会前後から
近代化の歩みの速度を速め、各グループが代議員を
選出し、ＡＡ全体をグループ代議員が直接選挙する
方法で運営されてまいりました。
今まで選挙された４人のＷＳＭ評議員も全員がグ

ループ代議員の直接選挙によって選出されておりま
す。
しかしその後、日本のＡＡのスケールが大きくな

り、全国のＡＡを７地域に分け、各地域から選出さ
れた地域評議員にＡＡ全体の運営を託していくよう
になりました。
ところで今回唯一選挙によらず自己叙任性を取っ

てきたＪＳＯの運営母体であるオフィス幹事会を解
散して、民主的な方法で運営委員会を選挙すること
になったときにその選出方法について、あらゆる面
から検討を重ねてきました。その結果、その運営委

員会が、ＪＳＯの業務執行に責任をもち、しかもそ
、 、の業務内容が公益法人会計や 著作権などの法対策

メディア、行政、医療への専門的アプローチである
ことを考えると、管理執行能力のある人達によって
運営される必要から、ゼネラルサービスミーティン
グに出席して事情に熟知している地域評議員を中心
とした方々にこの選挙をお願いすることに決定致し
ました。
その結果下記の（ｄ）オフィス運営委員が選挙さ

れましたのでご報告いたします。

北海道・東北圏 井出 氏
関東・甲信越地域 鈴木（Ｔ）氏

長谷川 氏
中部・北陸・関西圏 奥村 氏

う。力がつくまで仲間の力を借りて一緒にやらせても
らえば済むことのように思う。楽をして自分の望む結
果を得ることなど、どんなに都合良く解釈してもある
はずがない。そんなことを考えていたら、小さな自分
とＡＡの凄さにショックだった。今回のワークショッ
プでは、私の中の何かモヤモヤしていたものを吹き飛
ばしてくれそうな気がします。
最後にＪＳＯの方々は勿論のこと、当日私とかかわ

ってくださった方々に心から感謝いたします。ありが
とうございました。

（実行委員）

ＡＡＡＡＡＡＡＡメンバーメンバーメンバーメンバーのののの皆様皆様皆様皆様へへへへ
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ＡＡ日本 周年記念集会実行委員から20

中四国・九州・沖縄圏 杉之尾 氏
皆様が選出した地域評議員にＡＡＪＳＯオフィス

運営委員の選挙を付託していただいて上記の結果に
なりましたことをご報告いたします。

( )ノンアルコホーリクＡＡＪＳＯ運営委員a
をご紹介します

高田西城病院 医師 森岡 洋氏

国立療養所久里浜病院ｹｰｽﾜｰｶｰ 岡崎直人氏

かねてオフィス幹事会において、１９９４年１月
１日より発足する、新ＡＡＪＳＯオフィス運営委員
７名の方々の内、ノンアルコホーリク運営委員とし
て、上記の方々と折衝を進めて参りましたが、お二
人のご快諾を得て、ご就任いただくことになりまし
た。
専門的なご意見を賜り、ＡＡＪＳＯの方針に反映

させていきたいと思っております。

４２号のこユーズレターでお知らせしたように、
本集会のテーマが『２０年の喜びを明日に向けて』
と決定いたしましたので、実行委員会の面々にも熱
がみなぎってきました。その中の２人の仲間のこの
集会に対しての思い入れは、４２号でお読みいただ
いた通りですが、その他のメンバーも各小委員会、
委員長会議、全体会議と合わせますと、一ト月に二
度、三度と顔を合わせ、熱心な討議を続けておりま
す。
今回は、決定事項としてお知らせすることはあり

ませんが、３日間のプログラムの骨子もおおよそが
決まり、既に公募された中から、何度もケンケンガ
クガクの意見のやり取りや、投票を繰り返して選出
され決定していたポスターに掲載する文字も決まり
ました。このポスターは原作者の元に送り返され、
いよいよ最終的な仕上げの段階を迎えております。
現在のところ、このポスターの刷り上がりは来春

３月を予定しておりまして、これと前後してチケッ
トの発売も計画しております。また、広報委員会で
はチケット発送と同時に皆様に当日のプログラムや

会場の案内などを網羅したパンフレットをお渡しで
きたら、ということで既に準備を会し致しておりま
す。そのうえ、新たに選出されたレクレーション委
員会も、本プログラムと重複しないように苦労しな

、 。がら アトラクション等を計画立案致しております
一人でも多くの仲間に参加していただきたい、そ

してその一人一人がその場で分かち合う２０年の喜
びを明日に向けての活力としていただきたい、それ
が私たちの願いです。これからもこの紙面をお借り

、 、したり またＢＯＸ９１６の紙面などもお借りして
これからも準備の状況、個々の決定事項などもお知
らせして参りますので、お見逃しないようお願いい
たします。

☆ ☆JSO年末年始スケジュール

１２月３０日Ａ ９時～Ｐ ５時M M
１２月３１日 〃 〃

（入金業務は正午まで）
１月１日 ～３日 休業
１月４日より平常どおり


